
平成２５年１２月３日（火） 第１１５８号 

宮古盛岡横断道路  宮古箱石道路 
『起工式』を開催しました 

～事務所管内「復興道路・復興支援道路」全線工事着手～ 

▲鍬入れを行う宮古市  山本正徳市長（中央）、鈴木俊一衆議院議員（中央右）ほかご来賓の皆様 

 宮古盛岡横断道路 宮古箱石道路は、宮古市と盛岡市を結ぶ約１００ｋｍの地域高規格
道路の一部を構成する延長約３３ｋｍの道路で、平成２３年度第３次補正予算で新規事業
化した区間です。 
 これまで調査設計、用地取得等を進めてきたところですが、このたび工事に着手する運
びとなったことから、一日も早い完成と工事の安全を祈念して、平成２５年１１月３０日
（土）に『起工式』を開催しました。 
 今回の起工式によって、三陸国道事務所管内の復興道路・復興支援道路は、事業化から
約２年で８区間、延長１３３ｋｍの全区間で工事着手することとなります。 
  
 



▲宮古市 山本正徳市長よりご挨拶 

『起工式』の様子 

▲東北地方整備局 宮田道路調査官が挨拶 
 

▲明日を拓く宮古のみち女性の会 
伊藤牧子会長よりメッセージ 

▲刈屋小学校生徒による刈屋太鼓が 
式典を大いに盛り上げました 

 

 宮古盛岡横断道路は、宮古市と盛岡市を結ぶ全長１００ｋｍの地域高規格道路であり、そのうち宮
古箱石道路は宮古市藤原から箱石間の約３３ｋｍにおいて、岩手県より権限代行で整備する区間です。 
 国道１０６号の線形不良区間を回避し、走行性が向上するとともに、所要時間の短縮により県都盛
岡市と宮古市間のアクセス性向上、救急医療施設への速達性向上等の効果が期待されます。 

ひとくちメモ・・・宮古盛岡横断道路 宮古箱石道路  
  

宮古盛岡横断道路は、
宮古地域の観光産業、
医療、防災、経済、地域
の活性化を促進する 
ためにも必要不可欠な 
インフラ整備であります。 

事業着手から２年という
早いスピードで着工でき
たことは、地権者の皆様
をはじめ多くの関係者
の皆様のご協力のおか
げであり感謝いたします。 

私たちの地域にはまだ
まだ伸びしろがあります。 
地域がもっともっと発展
することを期待し、この
工事に携わる皆様に感
謝を申し上げます。 



事業化から２年以内に事務所管内の 
「復興道路・復興支援道路」全線工事着手！ 

▲洋野階上道路 
H25.9.12着工 

 

▲尾肝要普代道路
H25.11.18着工 

 

▲田野畑道路 
H25.11.7着工 

 

▲田老岩泉道路 
H25.3.27着工 

 

▲宮古田老道路 
H24.11.18着工 

▲野田久慈道路 
H25.6.27着工 

 

▲宮古箱石道路 
H25.11.30着工 

 

▲山田宮古道路 
H25.6.17着工 
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